






 



徳島木のおもちゃ美術館は、子ども向けの科学教育をテーマとした徳島県立の科学館

及び公園である「あすたむらんど徳島」に隣接している。徳島木のおもちゃ美術館は、



採算性においては、利益を求める施設ではなく、木育推進を第一の目標としており管

理費をまかなえないため、足りない分は森林環境贈与税を活用している。内訳は収入

4,200 万円/年、支出 指定管理料 6,800 万円/年、不足分 2,600 万円森林環境贈与税を充

当している。

 県の東北端に位置し、鳴門海峡を挟んで淡路島を望む、四国の東の玄関。北は薩摩

灘、東は紀伊水道に面し、鳴門海峡の急流が作る渦潮で知られる。１９９８年に神戸淡

路自動車道が開通し拠点性が向上。大塚製薬の創業地で、グループ事業所が数多く立地

する。名画の陶板を収蔵する大塚国際美術館が立地。サツマイモの産出額は全国有数

で、「なると金時」が特産。



 鳴門市では、テレワークをはじめ多様な働き方の普及や地方移住への関心の高まりを

背景に、「半農半Ｘ」を新たな移住コンセプトに、移住交流を促進している。「半農半

Ｘ」とは、半分農業、半分別の仕事=Ｘを持つ生き方のことで、農業と他の仕事を組み

合わせた働き方により、農業を営みながら自分のやりたいこと、やりたい仕事に携わる

ライフスタイルを1993～1994年頃に塩見直紀氏により提唱された取り組みである。 

 自然を求めて地方移住を検討する一方、その課題は仕事、働き場所の確保である。そ

こで、鳴門市のブランド産品「なると金時」「れんこん」「らっきょう」等、農業を生か

した移住コンセプトとし、新しい働き方・ライフスタイルの普及により、農業における

新たな担い手を発掘、繁忙期の人手不足を解消とした取り組みを推進している。 

 また、地方で働きながら旅する若者と農業・観光業など短期的に人手不足に困ってい

る事業者のマッチングサービスを提供している「㈱おてつたび」と連携協定を締結し

「おてつたび」のプラットフォームにより全国から参加者を募集し、鳴門市内の農家で

２週間程度の農業アルバイトを体験実施している。宿舎は鳴門教育大学の協力により、

職員宿舎をシェアハウスとして活用している。 

実績としては令和7年度9回、77名、1回につき4～7名が体験している。また、移住起

業アカデミー「NARUTO BOOT CAMP」を立ち上げ、「鳴門」を舞台にゼロイチの新

しいビジネスや地域資源・地域課題を活用したビジネスの創出、スタートアップ・社会

起業家の育成を実施している。これまでに1名が鳴門への「移住起業」を実現、1名が

市内で拠点を整備、ほか数名が事業展開を検討中とのことである。




